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導入機器による研究。教育

本Ｃ○Ｅプログラムでは拠点形成事業の－つとして共同利用機器を設置し研究環境の向上を図っ

ている。今回は湿式自動化学水質分析装置（２００５年度設置）を取り上げ、その活用状況を紹
介したい。

湿式自動化学水質分析装置 としてサンゴ礁生態系、海草生態系における

物質循環および栄養蝋の動態解析測定に使用

されている。サンゴ礁では満潮時に栄養埖膿

度が低い海水が流入し、タイドプールでは干

潮時に生物の活動や地下水の流入の影響で１０

倍から１０()倍の濃度にl三界する4j:が示された。

魚類や底生動物の排泄活動に伴う無機態窒素

の動態を海水の交換と併せて議論している。

化物の活動の結果が水質の変化に微妙に影響

する過程が本機器によって明瞭に再現される
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海水、排水、土壌111111}液の水闘を分析TiJ能

な装置であり、多くのサンプルを短時間に処

理できるという利点がある。サンプルが反応

轡に導入されると、空気によって分節され、

さらに試薬が導入されて反応が進行する仕組

みで、窒素の８態（アンモニア、硝酸、！|K硝

酸およびリン酸の含有ﾊﾑが測定できる。

現在、この湿式自動化学水質分析装置は主 ので重宗である。

湿式自動化学水質分析装置QLIAAtro
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（昆虫綱、タテハチョウ科）

オスは翅表面に}【征)金属光沢を持ち、日本_美
しいチョウといわれることもある。一方、メスの

翅表iY1iは茶色であるばかりでなく、オスよりも大
きな眼状紋を持つため、「気持ち恐い」といわれ

ることもある。荒地に多いイワダレソウやオオバ
コに発生する。沖縄では比較的身近な存任。発生

生理学実験の対象として優れている。写真は求愛
行動。
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